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2018 年 8 月 31 日 

報道関係者 各位             

                     

大 和 リ ー ス 株 式 会 社 

                             代表取締役社長  森田俊作 
 

 

 

 

 

大和ハウスグループの大和リース株式会社(本社：大阪市、社長：森田俊作)は仮設建物レン

タル部材の効率的な品質管理、在庫管理を実現する目的で RFID※1を活用した部材管理システ

ムを開発し、9月 3日より当社の全国 14ヶ所のデポ※2および 3ヶ所の工場に順次導入します。 

当社の仮設建物レンタル事業で使用する部材は、一つの建設現場で使用されたあと、次の新

しい建設現場で再び使用（リユース）されることを繰り返します。この繰り返しの使用には返

却・保管時の整備が重要であり、一つひとつの部材の履歴（使用環境や頻度といった部材毎に

異なる履歴）を記録・分析し整備に活用することで、より高い信頼性の確保につながります。 

 今回のシステム導入により、各部材に記録した品質履歴情報による不具合要因の解明や、適

切な整備の展開、在庫管理が可能になります。また、今回開発したシステムを拡張することで

管理対象となるアイテムを増やしていくほか、今後新たに導入するレンタル商品への総合管理

基盤としての展開を予定しています。 

※1．RFID（Radio Frequency Identification）とは、電波を利用して非接触で電子タグのデータを読み書きし、 

自動識別をするシステムのこと 

※2．デポとは当社の仮設建物レンタル部材の物流拠点（整備・保管含む）のこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

部材管理システムを利用し、品質・在庫管理を行う (左：整備検査時の様子、右：部材入出荷時の様子) 

 

■ 仮設建物レンタル部材の効率的な品質管理、在庫管理を実現 
 

RFID を活用した部材管理システムの導入について 
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■導入ポイント 

① 品質管理（履歴管理） 

 ・製造日、入出庫回数、使用場所、稼動期間などの把握 

 ・データに基づく予防保全の実現 

② 数量管理 

 ・現物の動きと連動した在庫管理 

 ・状態毎の在庫把握による有効在庫部材の見える化 

 

■部材管理システムの仕組み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■システム導入概要 

対象レンタル部材 

（商品名） 

ダイワアシストⅣ型 54 タイプおよび 72 タイプ 床柱体・屋根体 

※ダイワフラット L の柱材、梁材にも導入予定 

導入機器 ・金属対応電子タグ（サイズ：87mm×23mm×5mm） 

・ワイヤレスリーダライタ 

・タブレット端末 

部材管理システム 

名称 

大和リース個体識別管理システム 

略称：DIM（DaiwaLease Identification Management System） 

導入時期、箇所 2018 年 9 月 3 日より、全国 14 ヶ所のデポおよび 3 ヶ所の工場に順次導入 

システム構築 

サポート 

株式会社フレームワークス  

※フレームワークス社製システム「CONNECTED LOGISTICS」 

（コネクティッド ロジスティクス）を基盤に開発 

 

 

 

●本件に関するお問合せ● 

大和リース株式会社 広報宣伝部  

tel：06-6942-8068  

 

 


